
船舶事故等調査報告書 

平成２２年４月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９函第４７号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２１年８月１日（土） ０８時１５分ごろ 

発生場所 北海道苫小牧港南方沖 苫小牧港東外防波堤灯台から真方位１７４°１

２.３海里（Ｍ）付近（概位 北緯４２°２４.７′ 東経１４１°３８.

９′） 

事故等調査の経過  平成２１年８月３日、本事故の調査を担当する主管調査官（函館事務所）

を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 遊漁船 第三十二大吉
だいきち

丸、４.７５トン 

   ２００－１１７３９北海道、個人所有 

Ｂ モーターボート KURO
ク ロ

、２.８トン 

   ２００－３６５４９北海道、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長Ａ、一級小型船舶操縦士、特殊小型船舶操縦士、特定 

船長Ｂ、一級小型船舶操縦士、特殊小型船舶操縦士、特定 

 死傷者等 負傷 １人（船長Ｂ） 

 損傷 Ａ 左舷船首部に擦過  傷

Ｂ 右舷船尾外板にき
．
裂 

 事故等の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、釣り客８人を乗せ、苫小牧港南方沖

約１２Ｍの釣り場を約２ノットの速力で手動操舵によって航行中、Ｂ船は、

船長Ｂが１人で乗り組み、いか釣りのため、機関を停止し、船首からパラ

シュート型シーアンカーを出して漂泊中、平成２１年８月１日０８時１５

分ごろ、苫小牧港東外防波堤灯台から真方位１７４°１２.３Ｍ付近におい

て、Ａ船の左舷船首とＢ船の右舷船尾部とが衝突した。 

 Ａ船は、苫小牧港漁港区に、Ｂ船は、苫小牧港付近のマリーナに、それ

ぞれ自力で帰港した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西、風速 弱い、視界 良好 

海象：平穏 

 その他の事項  Ａ船は、水深約１１５ｍの場所で漂泊していか釣りを行ったが、次第に

水深が浅いところに流されたので、元の水深付近のところに移動していた。

船長Ａは、衝突の約５分前、前方に複数の他船を視認したが、その後、

舵輪の左側に設置された魚群探知機で衝突するまで水深を確認していた。 

船長Ａは、衝突して初めてＢ船に接近していたことを知った。 

 船長Ｂは、操舵室の後方に置いたクーラーボックスに後ろを向いて腰を

掛け、船尾両舷から釣り竿各１本を出していか釣りを行っていた。 

船長Ｂは、衝突の約１分前、左舷船尾方にＡ船を初めて視認し、Ａ船の

船首方向や左舷側を見せていた姿勢などから、Ａ船がＢ船の船尾近くを右

舷方に航行するものと思っていた。 

船長Ｂは、Ａ船を見ていたものの、Ａ船の方位の変化を確認していなか

った。 



船長Ｂは、衝突の直前にＡ船が船首を次第に自船の方に向けるので衝突

のおそれがあると感じたが、衝突回避措置をとることができなかった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

Ａ船は、苫小牧港南方沖において釣り場を移動

中、魚群探知機で水深を確認することに意識を集中

していたため、見張りを行わなかったものと考えら

れる。 

 船長Ａは、左手で手動操舵に当たり、前方を見て

針路を確認していなかったため、Ａ船の針路が振れ

た可能性があると考えられる。 

 Ｂ船は、Ａ船の接近に気付いていたが、Ｂ船の船

尾を左舷から右舷方へ航過するものと思い込んだ

ため、衝突回避措置をとらなかったものと考えられ

る。 

 船長Ｂは、Ｂ船がゆっくりと振れ回っていたた

め、Ａ船の針路変化を適切に判断できなかった可能

性があると考えられる。 

原因  本事故は、苫小牧港南方沖において、Ａ船が釣り場を移動中、Ｂ船が釣

りのため漂泊中、Ａ船が魚群探知機で水深を確認することに意識を集中し

て見張りを行わずに航行し、また、Ｂ船が自船に向けて接近するＡ船が船

尾を通過するものと思い込み衝突回避措置をとらなかったため、両船が衝

突したことにより発生したものと考えられる。 

 




